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医学 ･ 医療の 進歩は社会に還元さ れて こ そ, そ

の 本来 の 意義を全うするもの と い える . 本邦 に先

立ち高齢化社会を達成 して きた西欧先進国は, 悼

害をもた ら し Q O L を大きく低下 さ せ 医療費を圧

迫する最大要因ともい える脳卒中に対 して , 本腰

を い れてその 発症予防, 急性期 ならびに慢性期 の

治療及び医療シ ス テ ム の 再構築に最大限の 力を注

ぎつ つ あ る .

一

方 , 西欧諸国 に比 し, より急速か つ 未曾有 の

高齢化社会に突 入 し つ つ あ る我 が 国にお い て は,

脳卒中対策はより深刻で ある に もか か わらず, こ

れまで何 らの 十分な国家戦略が立て られて きて い

ない . 確か に, 生活環境の改善や高血圧対策の 充

実などにより脳卒中によ る死亡 は世界で も類例の

ない急速な低下を示 したが , 高齢者 の 増加に より

脳卒中の 発症や そ の羅病率は逆に増加 し続けて お

り, 既 に最大 の 医療費を要する疾患 とな っ て い る .

今後の 活力ある高齢化社会の 構築の た め にも, 脂

卒中の 予防 ･ 治療対策 の 充実や その 担い 手の 育成

を含め た総合的な対脳卒中国家戦略の 早急な立案

実施とそ の 医療経済学的評価が欠か せ ない もの と

思われる .

か つ て脳卒中と い えば, その 大半は脳出血 が占

め
, 血腫除去術などの 脳外科 的治療の 対象と なる

疾患と の イ メ
ー

ジが強く, 内科的治療に つ い て は

無力感 が支配 して い た . しか しなが ら , 降庄療法

の 進歩 などにより, 今日で は脳卒中の 大半は 内科

的治療の 対象と な る脳梗塞で 占め られるように な

っ て きて い る. また, その 救命率も向上 して おり,

的確な病態診断に基づく内科 的治療により, その

再発予防や脳血管性痴呆 へ の 移行を阻止する こ と

がきわめて 重要な課題 と な っ て きて い る . さら に
,

血栓溶解療法に代表さ れる新た な脳梗塞超急性期

治療法の 登場や M RI 拡散強調画像法 に代表され

る が画像診断法 の 進歩により, 脳梗塞急性期の 診

断 も E B M に基づく治療 へ と大きく変貌しつ つ あ

る

本講演で はまずは じめ に, 脳卒中診療の 変貌を

象徴す る言葉と して 用 い られて い る b r ai n att a c k

( 脳発作) の 意義 につ い て , その 背景と な る臨床

研究 ( N I N D S rt P A トライ ア ル , E C A S S , P R O A C T

など) を紹介する と ともに, 我 が国における超急

性期治療の 現状をま と め て紹介 する .
つ づ い て

,

内科領域で扱う機会の 多い脳梗塞 の 予防に関する

E B M の 推進に不可欠 な, 各種の 臨床研究や その

メ タ解析を, 抗血栓療法 ( A F T , A T など) , 抗高

脂血症療法 (4 S , C A R E , LIPI D , P R O S P E R , E P S ,

A S C O T など) , 糖尿病や高血圧 の コ ン トロ
ー ル に

関する ト ライ アル ( U K P D S , W H O - IS H メ タ解

柿, P R O G R E S S , H O P E , U F E , S C O P E , A C C E S S

など) な どにつ い て 最新 の 知見を紹介する . また
,

演者 が 主 任研 究者 と し て 推 進 し つ つ あ る J -

S T A R S (J ap a n St ati n T r e at m e n t A g ai n st R e c u r r e n t

st r o k e) 研究の 概要を紹介する . さ らに
, 今後の

ポス トゲノ ム 時代にお い て神経 内科領域で益々重

要度を増すと考え られ る s u b cli ni c al di s e a s e へ の

対応 につ い て は , 脳 ドッ ク により高頻度 に見 い だ

され る無症候性脳血管障害 へ の 対処法を実例と し

て紹介しながら, 専門領域 の異なる医療関係者が

協力して治療ガイ ドライ ンを作成する こ と の意義

や脳卒中協会な どによる組織的な大衆啓発活動 の

重要性に つ い て も言及する予定であ る .


